
第
２
回
日
中
親
善
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
平
成
26
年
10
月
10
日
、

あ
つ
ま
る
レ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
海
洋
一
実
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、

李
天
然
中
国
駐
福
岡
総
領
事
の

始
球
式
で
ゴ
ル
フ
大
会
が
ス
タ
ー

ト
。
参
加
し
た
12
組
42
名
が
ゴ

ル
フ
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
大
会
の
後
は
、
ホ
テ

ル
日
航
熊
本
で
歓
迎
交
流
会
。

く
ま
モ
ン
や
「
花
童
」
の
皆

さ
ん
の
少
女
舞
踊
で
来
熊
者
を

歓
迎
し
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
田
川
憲
生

熊
本
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会

長
の
乾
杯
で
宴
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

表
彰
式
で
は
、
優
勝
者
に
李

天
然
総
領
事
か
ら
優
勝
カ
ッ
プ

が
、
10
位
に
は
中
国
東
方
航
空

よ
り
、
福
岡-

上
海
の
航
空
券

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
の

開
催
と
あ
っ
て
、
始
終
和
や
か

に
交
流
を
深
め
、
梅
田
穰
Ｊ
Ａ

熊
本
中
央
会
会
長
の
閉
会
の
辞

で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
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開会式でルール説明などを聞く
参加者の面々

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

鬼
海
洋
一
実
行
委
員
長

見
事
に
決
ま
っ
た
李
天
然
総

領
事
の
始
球
式

優
勝
カ
ッ
プ
の
贈
呈

祝辞を述べる
蒲島郁夫県知事

お疲れ様とねぎらう
李天然中国駐福岡総
領事

「花童」の可愛らしい少女舞踊が
雰囲気を盛り上げてくれました

来熊者を歓迎するくまモン

会
場
内
で
名
刺
交
換
や
歓
談

な
ど
、
思
い
思
い
に
交
流
す

る
参
加
者
た
ち



第
21
回
熊
本
国
際
交
流
祭
典

が
、
11
月
９
日
、
健
軍
商
店
街

で
開
催
さ
れ
、
熊
本
県
日
中
協

会
も
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
に
出
展

し
ま
し
た
。

恒
例
の
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
と

中
国
菓
子
の
麻
花
（
マ
ー
フ
ァ
）

に
加
え
て
、
今
年
は
胡
麻
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
た
芝
麻
菓
（
ジ
ー
マ
ー

グ
ァ
）
と
い
う
お
菓
子
も
販
売
、

香
ば
し
く
カ
リ
カ
リ
と
し
た
食

感
の
揚
げ
菓
子
で
、
こ
ち
ら
も

大
変
好
評
で
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、
国
際
交
流
・

国
際
協
力
を
行
っ
て
い
る
民
間

団
体
の
日
頃
の
活
動
を
多
く
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
海
外
の
文
化
や
外
国

人
と
の
交
流
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
熊
本
県
国
際
協

会
が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
今
日
か
ら
、
こ
こ

か
ら
始
め
よ
う
！
国
際
交
流
」

が
サ
ブ
テ
ー
マ
。
パ
ネ
ル
展
示

部
門
、
バ
ザ
ー
部
門
、
グ
ル
メ

部
門
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
な
ど
に

二
十
八
団
体
が
参
加
し
て
、
賑

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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県日中協会も出展して中国菓子などを提供
胡麻入りの芝麻菓は大人気でした
ワンタンスープを買い求めるお客さんにテント
奥で準備するのは『総料理長』の藍保華さん

国
際
農
友
会
が
餅
つ
き
で
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た

張秀雲さん（中央赤い服）が売り上げ
アップに協力してくれました

グルメコーナーはたくさんのお客さんで賑わいました
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ハワイアンフラ、タヒチアンダンスを披露する
スタジオの人たち

か
わ
い
い
少
女
舞
踊
団
「
ザ
・

わ
ら
べ
」
の
踊
り
は
ひ
と
き
わ

目
を
引
き
ま
し
た

民
族
衣
装
の
試
着
コ
ー
ナ
ー
。

う
れ
し
い
体
験
で
す

子
ど
も
に
教
育
を
、
子
ど
も

た
ち
に
や
さ
し
い
地
球
を
ー

と
ユ
ニ
セ
フ
協
会

今年も煎茶体験コーナーがあり
日本色を味わいました

軽やかにシュクラのメンバーが演奏。
観客を魅了しました

外国人の和服姿も人気でした

大津町が姉妹都市交流活動
などを紹介

く
ま
モ
ン
も
た
っ
ぷ
り
30
分
の

持
ち
時
間
を
踊
っ
た
り
、
愛
嬌

を
振
り
ま
い
て
い
ま
し
た

実行委のフェイスペイン
ティングコーナー



チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
市
。

ポ
タ
ラ
山
に
そ
び
え
建
つ
ポ
タ

ラ
宮
と
周
辺
の
ジ
ョ
カ
ン
寺

（
大
昭
寺
）
、
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ

を
合
わ
せ
て
一
九
九
四
年
に
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
と
く

に
海
抜
三
千
七
百
㍍
に
建
つ
ポ

タ
ラ
宮
は
中
国
語
で
「
普
陀
落
」

と
書
き
、
観
音
菩
薩
の
霊
山
を

意
味
し
ま
す
。

ポ
タ
ラ
宮
は
七
世
紀
の
ソ
ン

ツ
ェ
ン
ガ
ム
ポ
王
が
唐
の
文
成

姫
を
花
嫁
に
迎
え
る
た
め
建
立

し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
宗
派
間
の
争

い
が
絶
え
ず
、
戦
争
で
壊
さ
れ

ま
し
た
。
ゲ
ル
ク
派
の
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
が
統
一
を
果
た
し
、
五
世

の
ロ
ブ
サ
ン
・
ギ
ャ
ッ
ツ
ォ

（
一
六
一
七
～
一
六
八
二
）
の

時
代
に
大
規
模
改
修
、
現
在
の

原
型
が
完
成
。

改
修
が
加
え
ら
れ
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
十
三
世
の
ツ
ブ
タ
ン
・
ギ
ャ

ツ
ォ
（
一
八
七
〇
～
一
九
三
三
）

の
時
代
に
政
府
を
移
管
し
、
チ

ベ
ッ
ト
の
宗
教
や
政
治
活
動
を

行
う
宮
殿
に
な
り
ま
し
た
。
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砂
漠
に
囲
ま
れ
た
チ
ベ
ッ

ト
・
ラ
サ
に
行
っ
て
の
こ
と
。

飛
行
機
は
山
合
を
縫
う
よ
う

に
し
て
ゆ
っ
く
り
降
下
し
、

ラ
サ
か
ら
九
十
㌔
離
れ
た
ク

ン
ガ
空
港
に
着
陸
。
バ
ス
の

中
で
ガ
イ
ド
が
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
ラ
サ
観
光
の
詳
細
な

注
意
を
行
う
。

出
来
る
だ
け
観
光
中
は

「
走
る
な
、
笑
う
な
、
し
ゃ

べ
る
な
」
。
高
山
病
に
な
り

や
す
い
が
理
由
。
急
に
備
え

て
バ
ス
に
は
携
帯
用
と
枕
の

よ
う
な
酸
素
ボ
ン
ベ
も
用
意
。

そ
れ
も
束
の
間
、
皆
注
意
も

忘
れ
て
い
つ
も
の
観
光
に
。

す
る
と
て
き
め
ん
。
男
性

八
人
全
員
が
夕
食
時
に
頭
痛

な
ど
を
訴
え
る
。
「
何
か
あ
っ

た
ら
私
が
看
ま
す
よ
」
と
言
っ

て
た
参
加
者
の
医
師
へ
は
ホ

テ
ル
の
部
屋
ま
で
、
食
事
を

配
達
す
る
始
末
。

と
こ
ろ
が
女
性
四
人
は
平

気
、
男
性
を
尻
目
に
う
ま
そ

う
に
チ
ベ
ッ
ト
料
理
に
舌
鼓

を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

女
性
の
強
さ
に
驚
き
な
が

ら
、
体
調
が
戻
っ
た
の
は
翌

朝
。
成
都
へ
戻
る
日
で
し
た
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

五体投地で祈りを唱えるチベット住民

ジ
ョ
カ
ン
寺
（
大
昭
寺
）
は
生
涯

に
一
度
は
夢
見
る
聖
な
る
巡
礼
地
。

後
ろ
に
並
ん
で
い
る
マ
ニ
車
の
中

に
は
経
文
が
入
っ
て
い
ま
す
。
回

転
さ
せ
る
こ
と
で
、
経
文
を
読
ん

だ
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
老
女
が

持
っ
て
い
る
の
も
マ
ニ
車
。

修
行
僧
の
問
答
訓
練
。
互
い

に
質
問
を
繰
り
返
し
、
ま
さ

に
エ
ン
ド
レ
ス
。

ダライ・ラマが暮らしていたポタラ宮。チベット人に
神の住まう聖家として崇められています。しかしダライ・
ラマ１４世は現在インドで亡命政府ガンデンポタンを率
いています。

独特の形をした屋根の紅宮


